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アジア北地域会長会の紹介
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第一副会長
ハノイノサノ

韓仁相長老

韓長老は,1938年12月10日,韓 国 ソ

ウルに生 まれた。 これ まで7年 間にわ

たってソウルにある教会管理本部で地

区監督 を務めてきた。

以前 は教会のソウル･デ ィス トリビ

ューシ ョンセ ンターを管理 していた。

また韓国の教会 のための翻訳の責任者

で もあった韓長老 は,モ ルモ ン経を韓

国語 に翻訳 した。
イノチヨノ

仁 川 にあ る大 学校 を卒業 し,ソ ウ
ナノイノク

ルの弘 益 大学で も学 んだ。教会では,
プ

支部長,地 方部長,地 区代表,韓 国釜
サノ

山伝道部の伝道部長を歴任している。

韓長老は伝道部長,地 区代表に召され

た最初の韓国人である。七十人第二定

員会会員に召された当時,日 曜学校教

師,ま た神殿の結び固めの儀式執行者
リ 　 キ ユ 　 イ ノ

として働 いていた。妻 の李 揆 仁姉妹

との間に5人 の子供がいる。

会長

W･ユ ージ ン･八 ンセ ン長老

ハ ンセン長老 は,1928年8月23日 に

ユタ州 トレモン トン市 に生 まれた。ア

イダホ州ス トーン出身のジーニン･シ

ョーウェル姉妹 との間 に息子5人,娘

ひとりに恵 まれ,男 女7人 の孫がいる。

1950年 に は農業経済学の学士号 を取

得 してユタ州立大学を卒業,1958年 に

ユタ大学で法律学博士号 を取得 した。

それ以後 はほとんど開業弁護士 として

働 いた。

これ まで祭司定員会ア ドバ イザー補

助,祭 司定員会ア ドバイザー,監 督,

副監督,ス テーキ部若い男性会長,高

等評議員,ス テーキ部幹部書記,ス テ

ーキ部長を歴任。

1989年4月1日 に七十人第一定員会

会員に召され,昨 年10月1日 か らアジ

ア地域会長会の第一副会長 の責任 にあ

った。

第二副会長

サム･K･島 袋 長老

日系アメリカ人の島袋長老 は,1925

年6月7日,ハ ワイ州ワイパ フで生 ま

れた。ハワイ大学から行政学 の学位 を

取得 し,ハ ワイ州労働局で24年 間勤務

し退任 してい る。

今年,七 十人第二定員会会員 に召さ

れた ときはホノルル西ステーキ部ステ

ー キ部 長 の任 に あった。1954年 か ら

1957年 まで北部極東伝道部で専任宣教

師 として働 き,後 に,監 督,高 等評議

員 を務 めた。1981年 か ら1984年 までは

日本仙 台伝 道部 の伝 道部 長,さ らに

1985年 か ら1988年 までは東京神殿 の神

殿長 として も責任 を果たした。

1957年,ハ ワイ神殿 で結婚 した島袋

長老 と妻 の道子･広 瀬(旧 姓)姉 妹 の間

には娘がひとりいたが,15歳 の ときに

亡 くなった。□

,
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山 も望むことができる。創世記8章4

節 によると,ノ アの箱舟が この山に と

どまった と記 されている。

オークス長老 は奉献 の祈 りの中で,

アルメニアが｢キ リス ト教徒の初期の

歴史記録か らも明 らかなように,天 父

の子供たちの幾世紀 にもわたる礼拝 に

よって清められた地である｣と言及した。

さらにオークス長老は,こ の地の人

人が過去か ら引 き継いできた困難に打

ち勝 ち,前 進 しようと努 めるときに,

｢良 き行 ないによりもた らされる恩恵｣

を悟 り,｢自 由が もた らす心地 よい風｣

を感 じられ るように請い願 った。そ し

て幸福 とい う祝福が注がれ,｢自 由の

歌が響 きわたる｣よ うに祈 った。

ソビエ ト連邦を公式 に奉献 した最 も

古い記録は,1903年8月6日 に,当 時

の十二使徒評議員会会員であ り,ヨ ー

ロッパ伝道部伝道部長であったフラン

シス･M･ラ イ マ ン長老 が,サ ン ク

ト･ペ テルブル グ市(後 のレニ ング ラ

ー ド市)を 訪れ た際 に捧 げた祈 りとさ

れている。

ラ ッセ ル･M･ネ ル ソン長老 は,

1990年4月26日,レ ニ ング ラー ド市

(現在,サ ンク ト･ペ テル ブル グ市 に

再び改称 された)を 訪 れた際,こ の地

に対 し再奉献 と感謝 の特別な祈 りを捧

げた。

また,タ バナクル合唱団が ソ連 ツア

ーでモスクワを訪れていた6月25日
,

共 にモス クワ入 りしていたネル ソン長

老 とオークス長老 は,ク レムリンの城

郭の近 くにあ る公園に赴いた。そして,

ネ ルソン長老によ り,ソ ビエ ト連邦に

住む人々 と政府への祝福 を求 めて祈 り

が捧げられた。(｢チ ャーチニューズ｣

1991年9月28日 付)
s

フ ィリピン人の救済 に

役立 て られ る教会の基金

教
会 は,ワ シン トンD.C.に あ

るフィリピン大使館 に対 し,フ

ィリピンのピナツボ山噴火 による被害

者救済 のため に2万5,000ド ル を寄付

した。 この寄付金 は9月6日,十 二使

徒定員会会 員のM･ラ ッセル･バ ラ

ー ド長老か ら,エ マニュエル･ペ ラエ

ス大使代理のフランクリン･エ ブダリ

ン次席に,小 切手で手渡 された。同氏

はこれ までフィリピンで火山問題 に取

り組 んできた。

バ ラー ド長老はこのように述べてい

る。｢こ れ らの基金 は教会員一人一人

から寄せ られた断食献金 によるもので

す。 この寄付金が,ピ ナツボ山噴火の

被害 に苦 しむ人々に何 らかの形で役立

て られるよう願 ってい ます。｣

これ に対 し,エ ブダ リン次 席 は,

｢私 たちは貴教会 か ら過去 に も援助 を

いただ きましたが,こ のたび も多 くの

恩恵を受ける国民に成 り代わって,あ

りが た くこの小切 手 を受領 いた しま

す｣と 語った。

また,フ ィリピン･ア メ リカ協会副

理事長 イーレン･ナ テ ィビダ ッド氏 は

｢こ の多額 の寄付金 は
,ピ ナツボ山噴

火 による火事や土砂崩れで移転 を余儀

な くされ た100万 もの人々の住宅のた

めに役立て られることでしょう｣と 述

べている。

フィ リピンには現在,23万7,000人

を越える会員がお り,地 元の教会指導

者 の指示 の下 に,被 害者救済のために

延べ6,000時 聞以上 に及 ぶ勤労奉仕を

行 なってきた。 これを,輸 送,器 具,

救 急用品,衣 服,被 害者 への直接の援

助 を含めて,金 額 に換算す ると,13万

ドルにも及ぶ額 となる。

教会 はこれ までに もフィリピンに対

し,地 震や大型の台風による災害援助

のために寄付 をしてきている。(｢チ ャ

ーチニューズ｣1991年9月28日 付)

F

一

〆駄
1灘蕪鰻｢撫 曝
ン･エ プダリン次席(中 央右)と

フィリピン･ア メ リカ協会の会

員(右),左 はバラー ド長老 に同 い購

行 したバーバ リー･キ ャンベル

姉妹。
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今回のセミナーで対面した3組 の神殿長夫妻
トモスエ ア ボ

左か らイジー･ス ネデルフレル神殿長とオルガ姉妹,H･ラ モ ント･マ トキン神殿長とリーア･P姉 妹,友 末･安 保神殿長とヘレン姉妹。
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試練や困難の時代に彼 らが示 した信仰

と勇気 が思い出 され ました。そ して

『炎のランナー』 とい う話 に出て くる

私の気に入っている言葉 が心に浮かび

ました。『神 をたたえる者 を神 もたた

えん。』｣

これ まで農業経済学などの分野で働

いてきたスネデルフレル兄弟 と姉妹は,

神殿長セ ミナーのためソル トレークシ

ティーを訪問 した際,｢礼 拝す る自由

の価値 と重要性 を知 りました｣と 述べ

た。｢30年 間私 たち はまった く集会 を

開 くことができませんで した。私たち

はチェコスロバキアの教会が崩壊寸前

の状態 だった1972年 に教会の組織 を再

び一か ら作 り直 し始めました。常 に秘

密警察の不意の介入や逮捕 を恐れてい

ました。 しかし結局一度 も介入はあり

ませんでした。1974年 にチェコスロバ

キアのすべての聖徒のために大会 を開

きましたが,出 席 したのは11入 の会員

だけでした。ほかの会員は恐れて出席

しなかったのです。このころは私たちに

とって とても暗 くつ らい時期でした。｣

スネデルフレル神殿長は1975年 にチ

ェコスロバ キアの地方部長 に召されて

いる。

スネデルフレル姉妹 は,今 チェコス

ロバキアに訪れた新 しい自由について

次のように話 している。｢私 たち は共

に教会に集えることを とて も喜んでい

添

-懸

響

臥

ピ;:lli:1:ll

謬騰
･㌔ 鱗 ≡㌧ 甑
凝 擁

難灘
辮 織轟 糟

ひんぱん

ます。堂々 と,ま た頻繁に集 えること

を,こ れ までずっと心か ら願 ってきま

した。 このつらい時期 を乗 り越 えられ

たひ けつは,互 いに励 まし合 った こと

です。1985年 にモンソン長老が来 られ

た とき,集 会が開かれ,話 をうかがい

ました。 この集会のおかげで私たちは

長い間頑張 ってこれたのです。42年 間

も待 ったわ けですが,た とえ自分たち

の時代に起 こらな くとも,あ のひどい

政権 はいつか倒れ,自 由が訪れ,教 会

はチェコスロバ キアで発展す る,と 確

信 してい ました。 この偉大 な出来事を

この目で見 ることができ感謝 してい ま

す。 もうつ らかった ことは思い出した

くあ りません。終わったのですから。

それよりこれか ら起 こることを楽 しみ

にしています。｣

ス ネデルフレル神殿長 は次 のように

述べてい る。｢共 産党政権 は1989年11

月17日 に倒れましたが,そ の後宣教師

を目にするようになって初めて,こ の

国は本当に自由になったのだ と感 じま

した。最初の長老 は1990年5月2日 に

到着 しました。その とき感 じた喜びは

言葉では言い尽 くせ ません。私たちは

心か ら宣教師 を歓迎 しました。あの よ

うな喜びを感 じたことはかつてあ りま

せんでした。｣

1990年5月 に宣教師が到着 して以来

1990年12月31日 ま で に102人 が,さ ら

に今年 に入 り6月30日 までに126人 が,

チ ェコスロバキアにおいてバ プテスマ

を受けた。

ドイツ･フ ライベルク神殿 の神殿長

に召 された ことについて,ス ネデルフ

レル神殿長(59歳)は 次 のように述べた。

｢世界中のすべての人 は神 の子供です。

福音 にあっては ドイツ人,ロ シア人,

ポ ーランド人,チ ェコスロバキア人,

ル ーマニア人,ブ ルガ リア人,ハ ンガ

リー人な ど,ど の ような国籍であろう

と区別 はあ りません。｣

リンガー長老 はチャーチニ ューズの

イ ンタビューに対 し,次 のように述べ

た。｢ス ネデル フレル神殿長 と姉妹 が

フライベル ク神殿 に召 された知 らせ を

耳 にした ときは とて も感激 し,涙 が込

み上げて きました。 この召 しによって

福音の扉 はさらにスラブ民族すべてに

対 して開かれることで しょう。 この召

しが東欧 における教会 の発展に対 して

どのように重要なのか,ど のような霊

的意味を持つのかは,今 はまだ明 らか

ではあ りませんが,時 がそれを明 らか

にして くれ る こ とで し ょう。ジ ョセ

フ･ス ミスに与 えられた啓示の一節が

心をよぎります。『完全 なるわが福音,

弱 き者たち単純 なる者 たちによりて世

界のいやはて まで も宣べ られ 〔ん。〕』

(教義 と聖約1:23)｣(｢チ ャーチニュ

ーズ｣1991年8月31日 付)

聖徒 の道/1991年12月 号
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せんでした。再会 したどき,姉 妹 もお

母様 を亡 くされた と聞いて驚 きました。

それか ら私たちは寺川家族 と家族同

士でおつ きあいさせていただ くように

な り,宣 教師を紹介す る機会に恵 まれ

ました。達也は寺川兄弟姉妹に直接福

音 を宣べ伝 えたわ けで はあ りませんが,

きっかけを作 り,体 全体で メッセージ

を投げかけ,専 任宣教師に,岡 町の教

会員 に,｢あ とはお願 いします｣と バ

トンを渡 していったように思います。

自分は といえば寺川姉妹のお母様に福

音 を伝 えているか もしれません。

寺川兄弟姉妹がバ プテスマを受 けら

れたのは,偶 然 にも達也が召 されてち

ょうど1年 後(1989年11月3日 亡)で し

た。バ プテスマ会 のとき,達 也が満面

の笑みをたたえて天父 と共 にその会を

見守っているような気が しました。

達也が病気の体 を持 って生 まれた こ

とをっらい と思うこともあ りました。

彼 自身 も耐 えられない体 の痛みをとき

どき感 じていたことで しょう。 しか し,

彼 は彼 にしかできないことを1年10カ

月 という短い間に多 く残 して くれ まし

た。その小 さな体全体で……。 とて も

感謝 しています。 また,寺 川家族,ス

ネル姉妹,ス ペンサー姉妹,守 谷家族,

伊 藤家族,岡 町ワー ド部 と豊中東 ワー

ド部の兄弟姉妹,専 任宣教師に心か ら

感謝 しています。達也 も皆 さんのこと

を心か ら愛 し,感 謝 していることと思

います。｢目 も見 えず,耳 も聞 こえな

かったぼ くだけど,皆 さんの愛 と模範

の助 けによって現世 においても伝道で

きました。 あ りがとう。｣そ して,｢寺

川姉妹,ぼ くは姉妹のや さしさを体で

感 じていましたよ。福音を受 け入れて

くれてあ りが とう。｣そ う言っている

ように思います。

今彼 は自由に手足を動か し,目 も耳

も完全な ままで天父の もとで伝道 して

いることでしょう。また,私 たち夫婦

への会員伝道 も忘れてはい ません。毎

日愛 と励 ましのメッセージを送 り続け

て くれ てい ます。｢し っか り鉄の棒 に

つかまって!終 わ りまで頑張 らない

とぼ くに会えないよ｣と 。

本当にありが とう。小 さな宣教師。

(フレーク･み か こ ワー ド部初 等協

会第一副会長)

達 也･フ レー ク君 に

始 まった伝 道

大阪北ステーキ部岡町ワード部

守谷歓二

父のみもとから重い障害を背負

天 ってフレーク家に送 られてきた
達也君はひ とつのすば らしい使命 を果

たして,そ の短い生涯 を終え,天 父の

み もとに帰っていきました。

お父さん,お 母 さんの笑顔 も見 えず,

や さしい声にこたえることもで きず,

自由に歩 き回ることも,だ だをこねて

甘えることもで きなかった達也君。 し

か し,そ の達也君が きっかけで寺川姉

妹 はフレーク姉妹 に出会 い,宣 教師 を

紹介 され,イ エス･キ リス トの福音 を

聞 くようになったのです。寺川家族の

家庭集会 は岡町ワー ド部の各家庭 で持

たれ,後 半の3回 は私の家で行ないま

した。そしてダグラス･松 森伝道部長

も出席 して始 まった最後 のレッスンは,

私 の生涯 を通 して二度 とないすば らし

い もの とな りました。

姉妹宣教師 の｢寺 川姉妹,開 会のお

祈 りをお願いします｣の 言葉 を受けて

私が 口をはさみ,｢で は閉会 のお祈 り

は寺川兄弟ですね｣と 言 いました。 そ

の場の雰囲気か ら私 は当然 レッスン中

に寺川兄弟がバプテスマを受 ける決心

をされる と思 ったのです。

とて も霊的なレッス ンで した。 しか

し,1｢バ プ テスマ を受け ます｣と い う

言葉 を寺川兄弟の口か らついに聞けな

い まま終わ りに近づ きました。 とっ く

にバ プテスマの決心 をなさっている寺

川姉妹,伝 道部長,姉 妹宣教師たち,

糟 藺

轡
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そして妻 と私は少々残念な気持 ちで し

た。閉会 の賛美歌 を忘れて,｢で は閉

会のお祈 りを……｣と いう姉妹宣教師

の言葉 に,今 回は駄目だったのかと思

いました。 ところが寺川兄弟の祈 りが

始 まって数秒後で した。｢天 のお父様,

私 はバ プテスマを受けることにな りま

した。｣歓 喜,感 動,う れ しい,す ご

い!そ の ときの私たちの喜びは,知

る限 りのどんな言葉 も,辞 書 を引いて,

喜 びの言葉 をすべて並べた として も,

まだ足 りないほ ど大 きなもので した。

｢主 よ感 謝 します
。寺川兄弟の霊の 目

を開いて くだ さって。｣ま さに準備 さ

れた家族 の誕生 でした。

達也君に注目 した寺川姉妹が フレー

ク姉妹 と出会い,そ して宣教師 と知 り

合ってか らの宣教師の力強 さには目を

見張るものがあ りました。 ワー ド部の

会員たちは彼 らに引っ張 られるように

次か ら次へ と家庭集会 を開 きました。

私 はその最後のひ と押 しをしたにす ぎ

ません。バ プテスマ を受 けられた寺川

兄弟姉妹以上 に,そ こに携わった人た

ちが多 くの伝道のみたまを受けました。

また我が家で落 ち着いて家庭集会が

できたのは,こ の とき高校1年 生だっ

た私の娘が幼いふた りの娘 さんの面倒

をみていたからです。 この ことによっ

て自分 も協力で き,宣 教師 と触れ合 う

機会が増 えて,娘 が｢将 来伝道 に出た

い｣と 言い始 めた ときには,親 ばかな

がら娘が光 って見 えました。娘が言葉

どお りに伝道 に出て くれることを願 っ

て,い つも心の中で はこう話 し掛 けて

いるのです。｢娘よ,二 言はなしだぞ!｣

私 たち夫婦 は恵 まれて彼 らのホーム

ティーチャーに召 されました。 この8

月のステーキ部大会で寺川兄弟 はメル

キゼデク神権 を付与 され,寺 川姉妹 は

扶助協会で断食についての レッスンを

みずか ら断食 して準備 され るなど,す

ばらしい会員 になられました。近 い将

来神殿 での家族 の結び固めも予定され

ています。

｢達 也君
,見 て るかい?君 の現世

の時間はほんの少 しだったけれ ど,君

のした こ とは偉 大だった よ。｣達 也君

守谷ご家族
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からお酒 をやめた｣と 宣言しました。

10月 に入って,毎 週バプテスマ につ

いて学びました。 そのころ,妻 が｢11

月4日 に夫婦 そろってバプテスマを受

けたい｣.と いつ も宣教師に言 っている

のを知っていました。10月28日 の安息

日の夜,守 谷兄弟 のお宅で,松 森伝道

部長,姉 妹宣教師 と共 にレッスンを受

けました。それ まで どうしても聖典に

ついて知識不足 を強 く感 じた りして,

バ プテスマ を受 ける踏 ん切 りがつかな

か ったのですが,伝 道部長の話,守 谷

兄弟 の話 を聞いているうちに,な ぜか

わか りませんで したが突然吹 っ切れた

ような気持ちにな りました。 そして,

閉 会の祈 りを私がすることにな り,私

はその祈 りの中で知 らぬ間 に｢11月4

日にバ プテスマを受 けます｣と 宣言 し

ていたのです。そのとき,何 力｢気持ち

がスー ッとして胸 のつかえが下 りたよ

うに感 じました。

そして,11月4日,私 は守谷兄弟 に

よって,妻 は宣教師 によってバプテス

マを受 けました。聖なる儀式 のとき,

守 谷兄弟はす ぐそばにいるのに,祈 り

の声はなぜか遠 いところか ら聞 こえて

くるのです。聖霊 によって主のみ言葉

が伝え られるときは,ち ょうどこのよ

うなものではないか と思いました。ま

た,そ の後の按手礼で は,安 らかな良

い気持 ちを感 じ,こ れで教会員 になれ

るという実感がわいてきました。それ

と同時 に,こ れか らは大変だ とい う気

持ちで一杯 .にな りました。 なぜなら,

あまりにも聖典や教会 のことについて

知識がなかったか らです。

バプテスマ会 の証 の中で,私 は毎 日

祈 ることと聖典を読 むことを約束 しま

した。小さなことか もしれ ませんが,

私 にとっては非常 にむずかしいチ ャレ

ンジでした。 どうして も毎 日の忙 しさ

に負けそうになるのです。しかし,こ

れからは毎 日祈 ることと聖典 を読む こ

とを日課 として続けてい く決心です。

バプテスマ会 の ときには教会員の方々

に大変お世話 にな り,本 当に感謝 して

います。私たち家族 は,末 日聖徒イエ

ス･キ リス ト教会 の会員 として生まれ

変わ りました。 この教会が真実である

ことを心か ら証 いた します。(て らか

わ･り ょういち ワー ド部書記補助)

拾 った本 と先祖の夢

沖縄那覇ステーキ部

浦添支部

桃原保

校2年 の夏休 み,ア ルバイ トの

高 帰 りに道 を歩 いていると,ご み
置 き場 に捨て られていた黒っぽい表紙

の本が 目に留 まりました。聖書 だと思

って拾い上 げてみると,｢モ ルモン経｣

とい う聞いた こともないタイ トルが書

いてありますσ何の本だ ろうと思いな

が らページをめ くってみると,キ リス

トについて書いてある本 だとわか りま

した。当時ある教会 に通 っていた私は,

この本に非常に興味がわ き,家 に持 ち

帰って読 み始めました。

ある日,私 はモルモン経 について神

父に尋ねようと思い,教 会へ行 きまし

た。 しか し神父は私に,そ の本 は読 む

べ きではない と言い,鋭 く非難 しまし

た。｢キ リス トの ことが書 かれてい る

のに,な ぜ?｣私 はそれ まで尊敬 して

いた神父への失意 とモルモン経を非難

された悔 しさで,そ の日から教会へ行

かな くな りました。でもモルモン経 は

毎 日少 しずつ読 んでいきました。

新学期が始 まって学校か ら帰って く

ると,机 の上 に置いてあったはずのモ

ルモ シ経がな くなってい ることに気付

きました。机の下や本棚の裏な ど一生

懸命 に探 しましたが,と うとう見付か

りませんで した。まだ半分 も読んでい

なか ったので,残 念でな りませんで し

た。続 きが読みたいと思いなが らも捜

し出す方法がわか らないので,い つか

その本が見付かる日を待つ しかあ りま

せんで した。

半年ほど過 ぎ,春 休みに入 って那覇

の商店街 を歩 いていると前の方にふた

りの外人が立 っているのに気付 きまし

た。そのまま通 り過 ぎようとする と不

意に呼び止め られ,英 会話のちらしを

渡され ました。そのち らしで彼 らが宣

教師 だと知 り,興 味がわいて きました

が,何 とな く恐れ もあって,そ のふ た

聖 徒の道/1991年12月 号

10

りか ら逃げるように離れ ました。 その

ころは もう一度教会へ行 きたい と思い

始 めていた ときだったゐで,以 前通っ

ていた教会へ行ってみ ました。その間

も神父の言葉が強 く頭 にこだましなが

ら。｢モ ルモ ンは異端 だ,そ んな本 は

読 むべ きではない｣と 。

ところがその 日以来,私 は那覇へ出

掛 けるたびに同 じ宣教師に会 うように

な り,す っかp顔 を覚 えられてしまい

ました。彼 らに対 して好感 は持 ってい

たものの,も う会 いた くない とも思っ

ていました。

そんなある日,私 は居ても立 って も

いられない気が して外出 し,目 的 もな

く那覇へ行 きました。 しか しその日に

限ってバスの中で居眠 りをし,い つ も

降 りるバス停 を乗 り過 ごして しまい ま

した。慌ててバスを降 りて引 き返 し,

歩道橋 を渡 ろうとしてふ と見上 げると,

宣教師 らしい人が10人 ぐらい,行 き交

う人 に話 し掛けています。少 しため ら

い ましたが,思 い切 って階段 を上 り足

速に渡 ろうとすると,顔 な.じみの宣教

師が私 に気付 き,声 を掛けてきました。

｢急 いでいるか ら
。｣そ う言って振 り切

ろうとする と,彼 はかばんの中から1

冊 の本 を取 り出しなが ら言いました。

｢ち ょっと待 って
,こ の本 を紹介 した

いのです。｣な ん とそれ はモルモ ン経

で した。あれほ ど探 しても見付 からな

かった本が,突 然 目の前に差 し出され

たのです。 あまりの うれ しさに言葉 を

失っている と,彼 はモルモン経につい

て簡単 に説明 し,プ レゼ ントして くれ

ました。｢こ の本 につ いて,ま た私 た

ちの教会 について,も っとよ く知 りた

い と思 いませ んか。｣こ う聞かれた私

は即座 に｢知 りたい｣と 答 え,次 の日

曜 日に会 う約束 をしました。

日曜 日の朝,緊 張 しなが ら教 えられ

た教会へ行 くと,彼 らが ドアの近 くで

私 を待 っていました。 やがて会衆が賛

美歌 を歌い始め ました。｢な んて力強

い歌 なのだろう!｣『 主のみた まは火

のごと燃え』で した。 すばらしい賛美

歌 と友好的な人 々 との交わ りの中で,

何 もかもが新鮮 に見 えた1日 で した。

那覇で何 回か福音の話 を聞いた後,

私 が住 んでいる町の宣教師を紹介され,

それからは家の近 くで話 を聞 くことが
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後列左か ら1-8,前 列 左から9-14

〈名 前〉 〈出身地〉
いとかず

1.糸 数ないび 沖縄那覇S/沖 縄W
みなみ り か

2.南 吏 花 仙台S/長 町W
うちだ

3.内 田ゆかり 東京西S/甲 府W
しも むらじゅん こ

4.霜 村 純 子 長野 口/長 野B
いわ さき のぶ こ

5.岩 崎 信 子 東京西S/国 立W
かた ぬま さ よ

6.潟 沼 紗 代 札幌S/厚 別W
かわ かみ あつ こ

7.川 上 敦 子 札幌西S/室 蘭W
の ま いずみ

8.野 間 泉 福岡S/二 日市B
なか の かつ ゆき

9.中 野 勝 之 高松 ロ/高 松B
わた なべ とし や

10.渡 辺 利 哉 東京北$/川 越W
ふる や けん じ

11.古 屋 健 二 東京西S/甲 府W
みや ぎ たく お

12.宮 城 拓 夫 東京東S/八 千代W
ほり ぐち さと し

13.堀 口 智 司 名古屋西$/一 寓W
おお しろ あさ お

14.大 城 朝 雄 沖縄那覇S/首 里W

S:ス テーキ部,D:地 方部,W:ワ ー ド部,B:支 部

蓑

㎞

〈伝道地〉

名古屋伝道部

岡山伝道部

神戸伝道部

神戸伝道部

札幌伝道部

仙台伝道部

岡山伝道部

岡山伝道部

仙台伝道部

仙台伝道部

沖縄伝道部

福岡伝道部

大阪伝道部

名古屋伝道部

役員の任命

1991年9月7日 から1991年10月21日 ま

でに管理本部会員統計記録課 に通知の

あった役員 の異勤(敬 称略)

●札幌西ステーキ部藻岩ワード部

新監督:内 海宏一郎

(前任者:坂 本一彦)

●盛岡地方部宮古支部

新支部長:盛 田耕司

(前任者:春 山篤)

●名古屋西ステーキ部大垣支部

新支部長:高 木覚

(前任者:川 瀬勉)

●北陸地方部富山支部

新支部長1中 村栄吉

(前任者:荻 原洋)

●広島ステーキ部安古市支部

新支部長:河 合豊治

(前任者:長 沼雅仁)

●熊本地方部大分支部

新支部長:岡 田豊章

(前任者:菅 原宏)

●熊本地方部白川支部

新支部長:野 田誠一

(前任者:小 笹康正)

新ユニッ ト

●名古屋伝道部富山地方部

(北陸地方部か ら分割)

地 方部長:荻 原洋

●大阪伝道部名張支部

支部長:戸 村正信

(1991年9月29日,富 山地方部が組織

された ことにより,日本地域のステーキ

部数は22,地 方 部数 は16に な りました)

皆さんの原稿を
r

募集しています

レローカルページでは皆 さんの原稿 を

募集 してい ます。改宗談や日々の生活

で得た証(仕 事 にかかわる証な ど),本

誌を読 まれての感想文などをお送 りく

ださい。

レこれまでローカルペー ジでは証 の著

者の生年 を記載 してお りましたが,今

後は記載 しない ことにな りました。た

だ し編集作業の参考のため,投 稿の際

には従来 どお り連絡先(電 話番号),教

会での責任(役 職名)に 併せ,生 年を記

入 してお送 りください。

レお送 りいただいた原稿 は一部手直 し

させていただくことが あります。 また,

掲 載されるまでには若干時間がかか る

場合 もあ りますのであらか じめ ご了承

ください。

レあて先:〒150東 京 都渋谷区桜丘町

28-8末 日聖徒イエス･キ リス ト教会

｢聖 徒の道｣編 集室

XO3(5489)9251
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